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はじめに：問題意識と課題設定




1967 年 3 月、教団は「第二次大戦下における日本基督教団の責任についての告白」(以
下、戦争責任告白あるいは戦責告白と略称)を発表した。つまり 2017 年は戦責告白 50 年

























教団内で戦責告白必要性の議論は、戦責告白を発表した 1967 年の前年、第 14 回教団総
会(1966 年 10 月)に向けて若手教職を対象にして開催された第 17 回夏期教師講習会(1966















































教団の夏期教師講習会で上述のような戦責告白の必要性が議論された 1966 年 8 月は、











































である。1960 年 4 月の学生革命による李承晩政権倒壊は韓国のキリスト者たちに衝撃を
与え、その後の社会･政治とのかかわりにおいて韓国キリスト教の転機となった(13)。その












の批准反対運動が主であった。ソウルでは 1965 年 7 月 5 日～6 日の永楽教会の祈祷会に























































教団議長鈴木正久名で 1967 年 3 月 26 日復活主日に発表された。実際にはそれより一週間
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一般誌ではないが、『韓国基督教長老会会報』1967 年 4 月 1 日号に「日本基督教団から
本教団総会長宛に送られた公翰―戦時下の責任を告白―」と題し、告白文の全文紹介に先


























年 9 月 20 日～24 日、鈴木正久議長と木村知己書記が韓国三教会を公式訪問することに
なった。
鈴木正久議長と木村知己書記の訪問期間中の様子について、日本では『教団新報』と









































日本教会使節団(武藤健、白井英一、小崎道雄)訪韓(1962 年 5 月 3 日～8
日) 62.05.14
田村大三牧師、訪韓して指笛演奏(1962 年 9 月 15 日～26 日) 62.10.01
全弼淳牧師(イエス長老会)、徐廷泰牧師(基督教長老会)が訪日(1962 年
10 月 15 日～30 日)、この人選について韓国NCCで疑義出る 62.10.15
韓日ハイ Y交換で日本ハイ Y指導者 1 人と会員 5 人来韓(1963 年 8 月 3
日～12 日) 63.07.22
日本平信徒使節団、クリスチャン新聞社招請で来韓(1963 年 9 月 23 日
～28 日) 63.10.07




日本 YMCA 同盟総務池田鮮来韓(1964 年 1 月 8 日)、若い社会人交流要
望 64.01.18




人訪日(1964 年 11 月 7 日～12 月 5 日) 64.11.14、11.28
日本 NCC招請で韓国平信徒一行訪日(1964 年 11 月 15 日から) 64.11.14
長谷川保(日本基督教団常議員、社会党国会議員)が訪韓(1965 年 1 月 16
日～18 日) 65.01.23
国際ギデオン協会東京支部副会長竹内羊蔵氏来韓(1965 年 3 月 22 日) 65.03.27
東京聖書神学院長星野栄一牧師来韓(1965 年 4 月 6 日～19 日) 65.03.27、 04.17、05.01
日本 NCC主催ワークキャンプに韓国代表 5人が参加のため訪日(1965 年
7 月 11 日～8月 28 日) 65.09.10
日本福音連盟韓日親善福音信徒会に参加した韓国キリスト教平信徒連合
会会長が日本福音連盟の謝罪書を携帯して帰国(1965 年 9 月 17 日) 65.09.25
大村勇議長、訪韓(1965 年 9 月 25 日～30 日)、基督教長老会総会で謝罪
表明挨拶 65.10.02
クリスチャン新聞社招請で日本学生親善団(尾山令仁牧師団長)10 人訪韓
(1965 年 10 月 16 日～23 日) 65.10.16、10.23
韓国看護士 19 人、日本聖隷病院で約一年の奉仕のため訪日(1965 年 11
月 23 日) 65.12.11
韓国 NCC招請で日本平信徒(日本 YMCA関係者)一行 4 人が平信徒会議
(3 月 23 日～28 日)のため来韓(1965 年 3 月 21 日～28 日) 66.03.26
日本 NCC 招請で韓国 NCC 総務吉チンギョン牧師渡日(1966 年 5 月 3 日
より一週間) 66.05.07
松浦周太郎一行 4人建国大で農業関係視察講演のため来韓(1966 年 5 月 4
日～11 日) 66.05.07、05.14




ア経済について講演(1966 年 11 月 16 日) 67.10.21
韓国に答礼旅行／清水ヶ丘教会倉持牧師夫妻／昔の韓国人信徒たち集ま
りアガペー会組織(1967 年 10 月 14 日～30 日) 67.11.25
大韓基督教書会総務趙善出牧師、日本キリスト教の出版事情視察のため
渡日予定(1968 年 3 月 27 日～4月 1日) 68.03.16
韓国崇徳学舎の日本での後援会会長に松浦周太郎氏就任(1968 年 5 月) 68.07.27
韓日労働協議会(1968 年 7 月 20 日～8 月 18 日)に韓国から代表 6 人参加
予定 68.05.11
日本で開催された第 4 回キリスト教美術展(1968 年 11 月 1 日～)に韓国
からも出品 68.09.14
堤岩里教会のための日本での謝罪金募金 800 万円集まる 68.11.16
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堤岩里教会堂起工、謝罪金募金 800 万円 69.02.15
尾山令仁牧師の堤岩里教会堂献納募金 1000 万円を持参して訪韓(1969 年
4 月 9 日) 69.04.12
日本のキリスト者医師・看護師計 10 余名訪韓し、医療関係者と交流、無
医村診療活動(1969 年8月3日～17 日) 69.07.26
ソウルで韓日連合伝道大会、日本アジア福音宣教会会長小豆正夫牧師な
ど訪韓(1970 年 6 月 8 日～26 日)して説教 70.06.20
韓日聖公会合同でワークキャンプ、日本学生 25 人が訪韓(1970 年 8 月 12
日～20 日) 70.08.15
水野誠青山学院大学教授、基督教大韓監理会教育局創設 40 周年記念式に












































































































生「戦責告白はいかにして成立したか 1･2･3」(『福音と世界』1997 年 3 月号･4 月号･5 月
号)がある。なお同論稿は若干改稿されて『時の徴』同人編『日本基督教団戦争責任告白
から 50 年 その神学的･教会的考察と資料』(新教出版社、2017 年 3 月)に掲載されている。
また日本基督教団宣教研究所教団資料編集室編『日本基督教団史資料集 第 5 篇 日本基督






1997 年 4 月号)、43 ページからの一部引用である。
(3) 経緯の詳細は既述のように前掲、戒能信生「戦責告白はいかにして成立したか 1･2･3」
(『福音と世界』1997 年 3 月号･4 月号･5 月号)および前掲、日本基督教団宣教研究所教団資
料編集室編『日本基督教団史資料集 第 5 篇 日本基督教団の形成(1954～1968 年)』を参照
されたい。
(4) ドイツ福音主義教会は 1945 年 10 月 18 日にいわゆる『シュトゥットガルト罪責告白』を







































(11) 1953 年 10 月の第三次会談で首席代表久保田貫一郎の発言問題で会談は決裂、最終的に日









運動とキリスト教(1)李承晩時代」(『東京女子大学紀要論集』第 67 巻第 2 号、2017 年 3
月)を参照されたい。
(14) 1970 年代、1980 年代の韓国キリスト者の民主化運動については、拙稿「韓国の民主化運
動とキリスト教(2)朴正熙時代」(『東京女子大学紀要論集』第 68 巻 1 号、2017 年 9 月)、
「韓国の民主化運動とキリスト教(3)全斗煥時代」(『東京女子大学紀要論集』第 69 巻 2 号、
2019 年 3 月)を参照されたい。







対運動であった。1965 年 7 月 1 日に 215 名の教職者が名前を連ねた日韓条約批准に反対す
る「声明書」を発表した。その署名の筆頭は韓景職であり、それに金在俊が続いている









(18) 韓景職を代表とする韓国の教職者救国委員会の声明文抄訳が『教団新報』1965 年 9 月 18
日号に掲載されて韓国キリスト教界の日韓条約反対の声を紹介している。高萬松「日韓会
談反対運動と日韓教会交流：日韓教会交流(関係)の歴史研究(第三回)」(『聖学院大学総合
研究所紀要』No.53、2012 年 3 月)でもこの声明に言及している。





































(23) 前掲、李仁夏「旧植民地出身者から見た戦後 50 年の日本」、40 ページおよび『歴史の狭間
を生きる』、164 ページ。
(24) 大村勇議長の挨拶全文は、『教団新報』1965 年 10 月 2 日号に掲載されている。ただ挨拶の
後半で世界のキリスト教界におけるエキュメニカル運動に触れ、共にこれと連携していき
たい旨の部分は、実際には省略したことが、『教団新報』1965 年 10 月 16 日号に指摘され

















(26)『クリスチャン新聞』[韓国語]1965 年 10 月 2 日および『基督教世界』[韓国語]1965 年 10
月 2 日。前者では「日本の過去犯罪謝罪／大村日基教団議長来韓／基長第 50 回総会で言
明」と題し、また後者では「韓国教会に心から謝罪／大村日本基督教団議長言明」と題
し、それぞれ短いが謝罪内容を紹介した記事を掲載している。さらに『基督教世界』1966
年 1 月 1 日には帰国後の大村勇の報告説教を翻訳した記事も載せている。
(27) 前掲、高萬松「戦後韓国長老派教会と日本基督教団の交流の事情：1967 年宣教協約に至る
までの日韓教会交流(関係)の歴史研究(第一回)」によれば『韓国基督教長老会会報』59 号
(1965 年 11 月 1 日)に大村勇の総会での謝罪表明のことが簡単だが記事になっていると指
摘している(93 ページ)。また高萬松は、呉允台「新しく開かれた日韓教会の交わり」(『福





















木議長に批判／日基東京教区懇談会で」(1967 年 5 月 6 日)、「『戦争責任告白』に賛反激論
／日基教団歴代議長団会合で」(1967 年 6 月 3 日)、「鈴木議長に要望書／『戦争責任告白』











(34) この事実について日本では『教団新報』1967 年 8 月 19 日号、『キリスト新聞』1967 年 8
月 12 日号、韓国では『基督教世界』1967 年 9 月 15 日号、『教会聯合新報』1967 年 8 月 13
日号が報じている。
(35) 宣教協約文は、上記『教団新報』1967 年 8 月 19 日号、前掲、日本基督教団宣教研究所教
団資料編集室編『日本基督教団史資料集 第 5 篇 日本基督教団の形成(1954～1968 年)』
411～413 ページに掲載されている。なお協約草案は教団と韓国三教会が 1967 年 9 月～10
月にしかるべき手続きを経て承認された。
(36)『キリスト新聞』は、このとき別途、在日大韓教会代表として同席していた呉允台牧師の
所感を 1967 年 10 月 21 日にも記事としているが、「好転した対日感情／呉牧師語る 日基教
団使節訪韓で」と見出しを付けて報じている。








(39) 澤正彦「現地の反響を見る／韓国三教会」(『教団新報』1967 年 11 月 18 日)









9 月～1970 年 7 月)に発行を中断していた。
(42) 前掲、日本基督教団宣教研究所教団資料編集室編『日本基督教団史資料集 第 5 篇 日本基
























アの希望のために」、前掲『時の徴』同人編『日本基督教団戦争責任告白から 50 年 その神
学的･教会的考察と資料』所収、113 ページ。)
(48) 西片町教会とソウル第一教会の交流については、『日本基督教団西片町教会･韓国基督教長
























界』1967 年 7 月号)は、「罪責告白そのものよりもその後に現れたと伝えられる告白反対の
声に、韓国のキリスト者はかえって敏感であった。(中略)それは、われわれが日本と日本
の国民にたいして今まで持ち続けて来た閉ざされた心を、さらに強化するように思えた。」
(7 ページ)と述べている。この論稿は韓国人による戦責告白についての論評としてもっと
も初期のものである。
(51) 本研究を進めながら日韓キリスト教会の仲介役として在日韓国人教会が重要な役割を果た
していることに気付かされた。ただ、それは在日韓国人教会の一部の教役者と日本基督教
団の執行部との人的繋がりに拠るものであった。組織的な関係で言えば、日本基督教団と
在日大韓基督教会との交流は、日本基督教団と韓国三教会との宣教協約締結よりもずっと
遅れたのである。何故、そのような結果となったのか、そして在日韓国人教会との宣教協
約(1984 年)以後の交流の実際についての検証は今後の課題である。
[元現代教養学部特任教授(韓国研究･韓国近代史) 2016～17 年度個人研究員〕
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